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○水戸市中河内町地先の那珂川左岸側（万代橋上流部）において、河川敷の土砂を掘削して流下能力を

高め、増水した時の川の水位を低下させるための工事を行っています。

○掘削した土砂は、堤防整備の盛土材として活用しています。

○掘削する機械は、自動で土砂の高さや位置を調節する「ICT技術」を活用しています。

工事の進捗状況 ～Ｒ３那珂川左岸中河内町下流地区河道掘削工事～

担当技術者 小林 さん

小学生のころから現在まで野球をしており、ポジションはキャッチャーで

す。周囲のポジションを気にかける習慣が身についており。今でも作業員の

方々が「なにをしているか、不安全行動をとっていないか」など周りに目を

配りながら仕事をしているので、野球が仕事に活かされていると思います。

これから先、いろいろな工事に携わり「この工事なら私に聞いて

ほしい」といえるような得意分野を見つけていきたいと思います。

建設工事においての得意分野は？

地域の皆様の生活を陰から支え、少しでも安全な生活を送ることが

できるように一生懸命頑張ります。

プロジェクトに携わっての意気込みは？

学生時代に経験したことで、仕事に活かしていることはありますか？

若手技術者インタビュー／松崎建設（株）
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プロジェクトに関するお問い合わせはこちらです

○8月23日（火）に茨城県建設業協会主催で夏休み建設業親子見学会が開催され、那珂川緊急治水対

策プロジェクトにおける工事現場の見学と作業体験を実施しました。

○小学6年生とその保護者18名が参加し、実際に工事現場で行われている土砂混合の説明、ICT施工機

械搭乗体験、堤防の土砂流出を防ぐための芝張りを体験していただきました。

○那珂川左岸の水戸市国田地区では、浸水防止対策として地盤高

の低い箇所の嵩上げや重力式擁壁の設置を行います。

○令和4年7月から9月にかけて、施設の整備にあたり借地用地を

確認するための測量を行っています。

○近隣にお住いの皆様や地権者の皆様におかれましては、

引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

浸水防止対策を進めています ～水戸市国田地区～

ドローンで撮影した集合写真 ICT施工機械搭乗体験

夏休み建設業親子見学会

－ ラストを飾ったスターマイン －
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写真：

城里町観光

協会提供

○8月22日（月）から25日（木）にかけて、

夏期実習生に緊急治水対策プロジェクトの工

事現場の確認や洪水発生時の予警報文の作成

訓練などを体験していただきました。

○実習の最後には、4日間を通じての感想など

を発表してもらいました。

工事の現場確認

夏期インターンシップ しろさとふるさとまつり花火大会
○8月14日（日）に城里町観光協会主催で、

大桂公園（大桂大橋下）那珂川河川敷にて

花火大会が3年ぶりに開催されました。

○今年は約700発の花火が打ち上げられ、

ラストを飾ったスターマインは多くの人を

楽しませました。

境界確認測量


